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では、計測と計算を一体化した次世代融合研究手法により、刻々変化する生体内の血

超高速計算（超実時間計算）を実現する計測融合シミュレーションなどにより、生体

血流を解明し、高度医療を実現するための研究を行っている。 

代表的な研究テーマについて説明する。 

おける生体計測とシミュレーションの融合 

断装置とスーパーコンピュータを高速ネットワークで接続し、超音波計測により得ら

報と計算結果との誤差を計算にフィードバックする超音波計測融合シミュレーション

際の血流をリアルタイムかつ正確に再現するシステムを開発している（左図参照）。 

融合シミュレーションによる大動脈瘤内の 3次元血流解析 

と血行力学との関連性の解明や、その診療計画を目的に、大動脈瘤内部の複雑な 3次
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計測融合シミュレーション   大動脈瘤内の血流構造の比較 



元血流場に対して超音波計測融合シミュレーションを実行し、従来の診断装置では得られなかっ

た血流構造、壁せん断応力や圧力分布などを正確に再現する研究を行っている（右図参照）。 

毛細血管内において化学刺激因子が白血球の通過に与える影響 

白血球は、炎症から発せられる刺激因子によって炎症部位に凝集し、時には血流を阻害するこ

ともあると考えられている。本研究では、コンピュータを用いた疾患の進展予測や投薬シミュレ

ーションを目的とし、刺激因子による刺激が血球の通過に与える影響を顕微鏡観察するとともに

数値解析を行う。（右下図参照） 

肺毛細血管内の白血球(左)と圧力分布(右) 
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新聞記事・専門誌記事 

 

平成 16年 7月 27日 河北新報夕刊 スパコンの能力探訪 

平成 16年 9月 14日 日刊工業新聞 非観血式血圧測定計精度向上の新技術 

平成 17年 3月 16日 日刊工業新聞 流れの圧力・速度リアルタイムに再現 
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